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令和6年度
⼊職式を⾏いました！

　2024年4月1日、令和6年度の入職式をホテル日航姫
路光琳の間で執り行いました。今年度は、看護師13名、
薬剤師3名、理学療法士4名、作業療法士4名、管理栄養
士1名、社会福祉士2名、ケアスタッフ2名、メディカル
クラーク1名の合計30名が新たに入職し、東理事長より
「皆さんには【今あなたに必要な病院へ】というミッシ
ョンのもとで自身の夢を実現するとともに当院を将来に
向かって繋いで欲しい」と挨拶があり、一人ひとり辞令
を受けました。また、新入職員を代表して管理栄養士の
末道花澄さんが「姫路中央病院で働くことを誇りに思
い、これまで以上に地域の皆様に必要とされる病院の創
造に向け誠実に熱意を持って精一杯取り組みます」と力
強く謝辞を述べました。入職式終了後、2日間にわたり
オリエンテーションを行い、東理事長の講演、金丸病院
長の講義の他、病院の概要、医療安全や感染対策、接遇
とマナー、個人情報保護や防災訓練等の研修を受けて医
療の現場で働くための基礎となる知識や心構えを学び、
医療従事者としての一歩を踏み出しました。



姫路市シェアサイクル姫ちゃり　ホームページ

　自転車シェアリングを展開している「姫ちゃり」のポートを附属クリニック側に設置しました。姫路市が
乗りたい時に借りて、行きたい場所で返すことができる自転車のシェア（共有）サービスとして運用して
おり、サイクルポートにある自転車にICカードをタッチすることで誰でも借りることができます。
　電車、車に次ぐ新しい交通手段として颯爽と電動自転車でラクラクと漕ぎ出してみませんか？

姫路市シェアサイクル「姫ちゃり」ポート設置

フレッシュ通信

　リハビリテーション科の金島・内藤・松本です。姫路中央病院
で働き始めて約1年が経ちました。
　人体の仕組みを理解し、そのうえで患者さま一人一人に合っ
たリハビリテーションを提供するため様々な知識や技術が必要と
される仕事ですが、頼れる先輩方からサポートしてもらいながら
各々経験を積み、日々励んでいます。
　患者さまが元気になって感謝の言葉を頂けたときにはとても
やりがいを感じ、そのことばが励みにもなっています。
　４月からは新しいメンバーも増え、「先輩」という立場にもなり
ました。今後より一層素敵なセラピストとなれるよう頑張ります！

（写真左から　松本さん　金島さん　内藤さん）



新任医師
紹介

整形外科
のだ みつあき

　2024年3月より赴任いたしました、整形外科の野田光昭です。
１９８４年神戸大学を卒業後に関連病院を回りました。その中で高齢者の大腿骨近位部骨折では術後
に機能低下が起こるにもかかわらず、学会では骨折が治ったから良いと報告されることが少なくない。
１０年以上も前から私は患者さんの機能を見て客観的な評価をしよう、骨以外にも筋肉も着目しよう
と、発表し続けてまいりました。今回定年を迎えてメスを置くことは研究の仲間に引継ぎができないし、
患者さんにも十分にお返しできていないと思い、当院に勤務をお願いしました。
　整形外科は安藤部長と片山医長と三人でチームになり良い医療を、また当院でできないことでも関
連病院との連携があれば、患者さんから一度は門戸をたたいていただけるような科というのが、目標
です。また当科は単独で決して成り立つものではなく、その性格からもリハビリ、放射線科などとの多く
の部門の優れた知識を統合することで始めて質の高い医療が提供できると考えます。
　吹田から週４日単身赴任です。支えてくれる家族に今回の私の選択は間違ってなかったと、数年後
に振り返れるよう頑張ってまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。

野田 光昭

　EPARKは、病院内に設置したタブレットPCで患者さまが
処方箋を受け取りたい薬局を選び、処方箋データを薬局に
ネットワーク送信することで送信先の薬局にてお薬を受取る
ことができるシステムです。自宅付近や現在地付近の薬局
へ事前に処方箋受付することができ、一時帰宅や買い物つ
いでなど、待ち時間の有効活用ができます。
　病院本館1階・クリニック棟3階の受付横に設置しており
ますので是非ご利用ください。

EPARK導入



外来担当表
病院・クリニック


